
おもしろシミュレーションソフト『ビュホンの針』実験例

以下の実験は、針を投げて、平行線と交わった針の本数をカウントして、πの近似値を
求めたものである。

投げる針の本数を１００本、１０００本、１００００本、２００００本の場合の実験を
各５回ずつ実施した。

実験番号 落とした針の総数 直線と交わった針の本数 πの近似値

１１ １００ ３０ ３．３３３３３

１２ １００ ３６ ２．７７７７７

１３ １００ ３３ ３．０３０３０

１４ １００ ２８ ３．５７１４２

１５ １００ ２９ ３．４４８２７

２１ １０００ ３２６ ３．０６７４８

２２ １０００ ３２５ ３．０７６９２

２３ １０００ ３３８ ２．９５８５７

２４ １０００ ３１７ ３．１５４５７

２５ １０００ ３２０ ３．１２５００

３１ １００００ ３２００ ３．１２５００

３２ １００００ ３１９３ ３．１３１８５

３３ １００００ ３２０７ ３．１１８１７

３４ １００００ ３２３２ ３．０９４０５

３５ １００００ ３１８１ ３．１４３６６

４１ ２００００ ６４００ ３．１２５００

４２ ２００００ ６３４３ ３．１５３０８

４３ ２００００ ６５５４ ３．０５１５７

４４ ２００００ ６５３４ ３．０６０９１

４５ ２００００ ６４３８ ３．１０６５５


